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〇職場体験学習の代替学習
　を次年度も検討する。
〇ゲストティーチャーの活用
　の幅を広げる。

コロナ禍で、昨年同様に行事
を縮小した。
小中高の連携は十分ではな
かった。

芝　裕二

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎・基本の確かな定着
◎学び合い、高め合う学習
　集団の育成
○主体的に学ぶ姿勢の育成

確かな学力の向上

〇学校施設・設備の老朽化
〇生徒個々に応じた指導や支援
〇教職員の働き方改革
〇通学路に街灯のない箇所や整備不良の道路がある。

その他の課題

【成果】
指標１　目標：９０％
　　　　　結果：睡眠やバランス
　　　　　の取れた食事８８％
指標２　目標：平均以上
　　結果：各学年男女ともに
　　一部の種目を除いて全国
　　平均を下回った。
【課題】
取り組みを継続し、意識向上
を図る。

【成果】
指標１　目標：８０％
　　　　　結果：６４％
指標３　目標：のべ１０回
　　　　　結果：のべ１０回以上
【課題】
保護者への連絡及び情報発
信を工夫する。
取り組みの継続とさらなる発
展。共育コミュニティとの連携
を充実させる。

〇ＩＣＴ機器の効果的に活用す
　る授業改善を進める。
〇補充学習に取り組み、基礎
　・基本の定着を図る。
〇家庭学習の意識づけを継
　続する。

スクールプランで示した具体
的な取り組みを、概ね実施で
きたが、家庭学習の定着率は
十分ではなかった。

スクールプランで示した具体
的な取り組みを、概ね実施で
きた。

〇基本的生活習慣や体力向
　上についての啓発を進め
　る。
〇交通安全指導、防災教育
　に一層力をいれる。

〇地域資源の活用を図る。
〇保護者に学校の様子を伝
　える方法を広げる。
〇小学校との連携を発展させ
　る。

スクールプランで示した具体
的な取り組みを、概ね実施で
きた。
職場体験学習は、代替学習を
実施した。

１．学校生活が充実している
　　生徒の割合

２．特設授業や体験活動、学
　　習活動後の感想
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【成果】
指標１　目標：９０％
　　　　　結果：９３％
指標２　目標：平均以上
　　　　　結果：６教科平均以上
　　　　　　　　 ４教科平均未満
【課題】
学び合いの授業づくりの継続
と家庭学習の意識づけが必
要である。

１．授業がわかりやすい生徒
　　の割合

２．県学習到達度調査の正答
　　率

創造力に富んだ心豊かでたくましい生徒の育成
～自ら学び、ともに生きる～

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎体力向上の推進
◎基本的生活習慣の確立
○交通安全指導の充実
○危機回避能力の育成

◎共育コミュニティ事業の
　推進
◎家庭・地域との連携充実

◎生徒会活動を核とした体験
　的学習の推進
◎道徳・人権教育の充実
○いじめの未然防止、早期
　発見

豊かな心の育成

１．十分な睡眠やバランスの
　　取れた食事をとっている
　　子どもの割合

２．体力テスト結果

１．家庭と学校の連絡が十分
　　と思う保護者の割合

２．学校運営協議会委員評価

３．小中高連携を含む地域と
　　の交流回数

【成果】
指標１　目標：９０％
　　　　　結果：９４％
指標２
人権学習や情報モラル教室
等で生徒の学びが感じ取れ
る。
【課題】
取り組みの検証を行い、発展
させる。


